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湖岸から 200 m 以上 400 m 以内で集計し，構成比










湖岸から 200 m 以上 400 m 以内の建物件数構成
比をみると，観光空間が 22.8%となり，湖岸から
200 m 未満の場合とほぼ同じであった。しかし，  
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a. 湖岸から 0 m以上 200 m以内
 
b. 湖岸から 200 m以上 400 m以内 




















































湖岸から 200 m以上 400 m以内で集計し，構成比率







湖岸から 200 m以上 400 m以内では，観光関連施 
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図 4 元箱根地区の土地利用 
 
 
a. 湖岸から 0 m以上 200 m以内
 


































正時代である 1919年～1921 年にかけて，箱根土地 
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